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2023年 9月 7日に打ち上げられた X線分光撮像衛星（XRISM）の運用は、衛星搭載機器の機能確認等を実施
するコミッショニング・初期較正期、XRISM サイエンスチームによって選ばれた天体の観測を行う性能実証期を
経て、2024年 9月からは世界中の研究者からの観測提案に基づいて天体観測を行うGeneral Observer（GO）期
に入った。我々科学運用チームは XRISM の科学成果を最大限に引き出すために、ToO 観測への対応を含む観測
スケジューリング、観測データの高次処理およびアーカイブ処理とその結果の検証、日々の即時解析データによ
る検出器の健全性確認、X線突発天体の検出と解析、研究者向けウェブサイトの保守・管理、ヘルプデスクの運用
などの活動を行っている。これらの活動は、衛星運用および検出器開発チーム、NASA/XRISM SDC、GOF や
ESA/ESAC の地上ソフトウェアチームやユーザーサポートメンバーと連携して進めている。本講演では XRISM
の科学運用について、これまでのGO期のステータスをまとめ今後のプランを報告する。


